
楽天の“Englishnization”（社内公用語英語化）
におけるゲーミフィケーションの実践方法について

※eLAF2018ゲーミフィケーショントラック講演の事前資料
HP「ゲーミフィケーション活用カイギ」サロン登録者のみへの公開
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楽天の”Englishnization”（社内公用語英語化）
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Englishnization年表

2010.01 三木谷が社内向けの年頭スピーチで、「社内公用語英語化」の方針に言及

2010.05

英語化推進プロジェクトがスタート
 英語の使用率（会議、メール、文書）の調査開始
 スタッフ向け英語用語集作成
 社内文書における英語化が段階的に始まる
 社内の食堂メニュー表記を英語に変更

2010.08
楽天グループ規定（RGR）において、グループ公用語を原則として英語とすることを定義（約2年間の移行期間を
設定）

2010.12 全社朝会でTOEIC平均スコア、英語学習の成功事例を共有開始

2011.05 英語で苦労しているスタッフ全員へ無料の英語トレーニングを提供開始

2011.07 新入社員を中心に、英語力向上のため海外での語学研修を実施

2011.10 ハーバード・ビジネス・スクールがケース・スタディ「言語とグローバル化：楽天の英語化」を出版

2012.02 社内報にて、スタッフの英語力アップの成功体験談や苦労話などを紹介する特集をスタート

2012.07
楽天グループの社内公用語英語化を完全実施
※設定していた2010年8月～2012年3月の移行期間を、東日本大震災の影響を考慮し3か月間延長

2015.05 楽天社員（単体）のTOEICスコア平均が800点を突破

2017.04
英語化推進プロジェクトのノウハウを活用した、英語学習を支援する総合英語学習サービス「Rakuten Super 
English」を提供開始
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小学6年生の作文

ぼくの夢は、一流のプロ野球選手になることです。そのために
は、中学、高校と全国大会に出て、活躍しなければなりません。
活躍できるようになるには、練習が必要です。 ぼくはその練習
には自信があります。ぼくは３歳の時から練習を始めています。
３歳から7歳までは半年位やっていましたが、３年生の時から
今までは、365日中、360日は、はげしい練習をやっています。
だから、一週間中で友達と遊べる時間は、５時間～６時間
の間です。そんなに、練習をやっているんだから、必ずプロ野球
の選手になれると思います。
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学習KPIの管理方法 実践例

学習時間
（週次）

800 TOEICスコア

象限A
より発展的な学習が必要

象限D
まずはTOEIC受験

象限B
スコア足りてないが達成ペース

成功事例候補

象限C
スコア足りてなく未達成ペース

軌道修正が必要

1年間で800到達に必要な1週間の学習時間

通常の教材＋
ゲーミフィケーションの要素を含む学習アプリ（自社サービス）を使用
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楽天の手法

過去存在していた研修

目標は設定するものの、目標達成のために必要なKPI（Key Performance Indicator）
の設定・管理はされていないため、施策が予定通り進捗しているのかわからず、成果が出るかど
うかについても、ほぼ受講者任せになってしまっていた。

楽天が用いた手法

学習プロセスの可視化

 学習者側：英語力が上達しなくとも、成長実感を味わえる。

 管理者側：適宜軌道修正ができるため、着実に成果を出せる。

 経営者側：アセスメントの結果を待たなくとも、成果のヨミ値が出せる。



7

研究者から見た、楽天のEnglishhnization
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まとめ

達成可能な位置に目標を設定する
ネイティブレベルを目指す必要はない（Plain EnglishでOK）

自発性・積極性を促す
チャレンジを促進し、チャレンジしている社員をほめる

結果を求めながらも、プロセスを評価
頑張っている従業員を評価できる仕組み

ニーズ⇒行動ではなく、行動⇒ニーズ
教育は未来への投資

“北風と太陽”のバランスが大事
すべての従業員に無償で機会を与えた

１

４

２

５

３
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お問い合わせ

楽天株式会社 教育事業部

rse-consulting@mail.rakuten.com


